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岡
山
県
監
査
公
表
第
八
号

◎
地
方
自
治
法

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号

第
百
九
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
し

（
）

た
平
成
二
十
五
年
度
分
の
監
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
を

同
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お

、

、
。

り
公
表
す
る

平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
六
日

岡
山
県
監
査
委
員

西

岡

聖

貴

岡
山
県
監
査
委
員

神

宝

謙

一

岡
山
県
監
査
委
員

與

田

統

充

岡
山
県
監
査
委
員

佐

藤

由

美

子

１
監
査
の
概
要

(
1
)
監
査
の
対
象
年
度

平
成
2
5
年
度

(
2
)
監
査
実
施
機
関

全
監
査
対
象
1
3
6
機
関
に
つ
い
て
監
査
を
実
施
し
た
。

(
3
)
監
査
実
施
方
法

監
査
は
，
次
の
方
法
に
よ
り
実
施
し
た
。

ア
実
地
監
査

監
査
委
員
が
，
監
査
対
象
機
関
に
出
向
き
，
職
員
に
よ
る
事
前
の
関
係
諸
帳
簿
及
び
証
拠

書
類
と
の
照
合
並
び
に
関
係
者
か
ら
の
説
明
の
聴
取
に
よ
り
実
施
し
た
調
査
結
果
を
踏
ま
え
，

提
出
さ
れ
た
監
査
資
料
等
に
基
づ
き
関
係
者
か
ら
説
明
を
聴
取
す
る
方
法
に
よ
っ
た
。

イ
書
面
監
査

監
査
委
員
が
，
職
員
に
よ
る
事
前
の
関
係
諸
帳
簿
及
び
証
拠
書
類
と
の
照
合
並
び
に
関
係

者
か
ら
の
説
明
の
聴
取
に
よ
り
実
施
し
た
調
査
結
果
を
踏
ま
え
，
提
出
さ
れ
た
監
査
資
料
等

に
よ
り
調
査
す
る
方
法
に
よ
っ
た
。

２
監
査
の
結
果

(
1
)
知
事
部
局
関
係
等

ア
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
監
査
し
た
結
果
，
指
摘
事
項
が
認
め
ら
れ
た
機
関

は
，
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
実
地
監
査
分

監
査

対
象

機
関

実
施

年
月

日
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（
本
庁
）

県
民

生
活

部
平
成
2
6
年
1
0
月
2
7
日

（
指
摘
事
項
）

・
雑
入
（
生
業
・
修
学
資
金
償
還
金
等
）
の
収
入
未
済
額
に
つ
い
て
，
減
少
は
し
て
い
る
が

引
き
続
き
収
入
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

雑
入
（
生
業
・
修
学
資
金
償
還
金
等
）
収
入
未
済
状
況

平
成
2
4
年
度
末

1
1
9
,
9
5
1
,
5
4
0
円

平
成
2
5
年
度
末

1
0
1
,
6
6
3
,
7
8
0
円

比
較
増
減

△
1
8
,
2
8
7
,
7
6
0
円

・
岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
調
光
卓
更
新
工
事
に
お
い
て
，
予
定
価
格
が
1
1
,
4
9
0
,
0
0
0
円
に

も
か
か
わ
ら
ず
随
意
契
約
し
て
い
る
も
の
が
認
め
ら
れ
た
。
適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る

こ
と
。

保
健

福
祉

部
平
成
2
6
年
1
1
月
４
日

（
指
摘
事
項
）

・
雑
入
（
児
童
扶
養
手
当
返
納
金
等
）
の
収
入
未
済
額
が
増
加
し
て
お
り
，
一
層
の
収
入
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
，
新
た
な
収
入
未
済
の
発
生
防
止
に
努
め
る
こ
と
。

雑
入
（
児
童
扶
養
手
当
返
納
金
等
）
収
入
未
済
状
況

平
成
2
4
年
度
末

1
8
,
4
2
6
,
8
6
0
円
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平
成
2
5
年
度
末

1
8
,
5
6
0
,
3
2
0
円

比
較
増
減

1
3
3
,
4
6
0
円

・
児
童
扶
養
手
当
返
納
金
に
お
い
て
，
平
成
2
3
年
1
1
月
か
ら
平
成
2
6
年
１
月
ま
で
の
間
，
納

入
通
知
書
の
発
行
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
。

・
看
護
学
生
奨
学
資
金
に
お
い
て
，
就
業
状
況
調
査
を
適
正
に
実
施
し
て
い
な
い
た
め
，
返

還
を
求
め
る
べ
き
者
に
対
し
返
還
命
令
，
調
定
を
行
っ
て
い
な
い
も
の
。

・
収
入
証
紙
貼
付
実
績
簿
が
作
成
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
認
め
ら
れ
た
。
適
正
な
事
務
処
理

に
努
め
る
こ
と
。

産
業

労
働

部
平
成
2
6
年
1
0
月
3
0
日

（
指
摘
事
項
）

・
中
小
企
業
支
援
資
金
貸
付
金
（
高
度
化
・
近
代
化
）
の
収
入
未
済
額
に
つ
い
て
，
減
少
は

し
て
い
る
が
引
き
続
き
収
入
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

中
小
企
業
支
援
資
金
貸
付
金
（
高
度
化
・
近
代
化
）
収
入
未
済
状
況

平
成
2
4
年
度
末

6
6
5
,
1
1
5
,
8
7
8
円

平
成
2
5
年
度
末

6
2
5
,
4
0
4
,
6
6
1
円

比
較
増
減

△
3
9
,
7
1
1
,
2
1
7
円

土
木

部
平
成
2
6
年
1
1
月
５
日
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（
指
摘
事
項
）

・
土
木
使
用
料
（
住
宅
使
用
料
）
の
収
入
未
済
額
に
つ
い
て
，
減
少
は
し
て
い
る
が
引
き
続

き
収
入
確
保
に
努
め
る
こ
と
。
雑
入
（
工
事
現
場
発
生
事
故
損
害
賠
償
金
求
償
等
）
の
収

入
未
済
額
が
増
加
し
て
お
り
，
一
層
の
収
入
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
，
新
た
な
収
入
未

済
の
発
生
防
止
に
努
め
る
こ
と
。

土
木
使
用
料
（
住
宅
使
用
料
）
収
入
未
済
状
況

平
成
2
4
年
度
末

6
5
,
2
2
0
,
0
6
1
円

平
成
2
5
年
度
末

5
9
,
4
4
2
,
3
7
5
円

比
較
増
減

△
5
,
7
7
7
,
6
8
6
円

雑
入
（
工
事
現
場
発
生
事
故
損
害
賠
償
金
求
償
等
）
収
入
未
済
状
況

平
成
2
4
年
度
末

5
4
,
0
0
0
円

平
成
2
5
年
度
末

9
,
9
2
3
,
8
2
6
円

比
較
増
減

9
,
8
6
9
,
8
2
6
円

・
平
成
2
5
年
中
に
徴
収
し
た
講
師
謝
礼
等
の
所
得
税
を
平
成
2
6
年
７
月
に
納
付
し
て
い
る
も

の
が
認
め
ら
れ
た
。
適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
。

・
工
事
現
場
発
生
事
故
損
害
賠
償
金
9
,
8
8
1
,
8
2
6
円
の
支
出
が
認
め
ら
れ
た
。
今
後
は
，
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。

出
納

局
平
成
2
6
年
1
0
月
2
7
日
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（
指
摘
事
項
）

・
平
成
2
5
年
中
に
徴
収
し
た
講
師
謝
礼
等
の
所
得
税
を
平
成
2
6
年
７
月
に
納
付
し
て
い
る
も

の
が
認
め
ら
れ
た
。
適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
。

（
県
民
局
及
び
地
域
事
務
所
）

備
前

県
民

局
平
成
2
6
年
1
0
月
2
0
日

～
1
0
月
2
1
日

（
指
摘
事
項
）

・
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
，
農
業
改
良
資
金
貸
付
金
及
び
土
木
使
用
料
の
収
入
未
済
額

に
つ
い
て
，
減
少
は
し
て
い
る
が
引
き
続
き
収
入
確
保
に
努
め
る
こ
と
。
県
税
等
及
び
雑

入
（
生
活
保
護
費
返
還
金
）
の
収
入
未
済
額
が
増
加
し
て
お
り
，
一
層
の
収
入
確
保
に
努

め
る
と
と
も
に
，
新
た
な
収
入
未
済
の
発
生
防
止
に
努
め
る
こ
と
。

県
税
等
収
入
未
済
状
況

平
成
2
4
年
度
末

2
,
8
1
1
,
8
6
4
,
2
7
9
円

平
成
2
5
年
度
末

3
,
1
1
4
,
0
3
0
,
9
0
4
円

比
較
増
減

3
0
2
,
1
6
6
,
6
2
5
円

雑
入
（
生
活
保
護
費
返
還
金
）
収
入
未
済
状
況

平
成
2
4
年
度
末

6
,
5
9
8
,
5
3
6
円

平
成
2
5
年
度
末

7
,
9
4
1
,
3
5
8
円
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比
較
増
減

1
,
3
4
2
,
8
2
2
円

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
収
入
未
済
状
況

平
成
2
4
年
度
末

2
5
,
6
1
6
,
3
4
3
円

平
成
2
5
年
度
末

2
3
,
5
9
6
,
0
6
0
円

比
較
増
減

△
2
,
0
2
0
,
2
8
3
円

農
業
改
良
資
金
貸
付
金
収
入
未
済
状
況

平
成
2
4
年
度
末

7
7
,
8
0
7
,
7
7
7
円

平
成
2
5
年
度
末

6
6
,
8
4
0
,
3
2
0
円

比
較
増
減

△
1
0
,
9
6
7
,
4
5
7
円

土
木
使
用
料
収
入
未
済
状
況

平
成
2
4
年
度
末

3
5
,
9
9
1
,
7
3
4
円

平
成
2
5
年
度
末

7
,
8
8
3
,
7
8
0
円

比
較
増
減

△
2
8
,
1
0
7
,
9
5
4
円

・
領
収
済
通
知
書
が
編
冊
さ
れ
て
い
な
い
も
の
。

・
平
成
2
1
年
２
月
か
ら
平
成
2
3
年
１
月
ま
で
の
間
に
不
動
産
の
所
有
権
移
転
登
記
が
あ
っ
た

と
し
て
，
課
税
資
料
を
受
け
取
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
1
4
1
件
の
課
税
を
行
っ
て
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い
な
い
も
の
。

・
単
県
砂
防
工
事
の
工
事
請
負
契
約
書
，
支
払
命
令
書
等
一
連
の
書
類
が
所
在
不
明
と
な
っ

て
い
る
も
の
。

・
標
準
工
期
7
1
日
の
単
県
河
川
工
事
で
，
当
初
の
工
期
を
１
か
月
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
契
約
締
結
後
に
変
更
設
計
書
で
工
期
を
１
か
年
延
長
し
て
い
る
も
の
が
認
め
ら
れ

た
。
適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
。

・
庁
用
自
動
車
を
車
検
切
れ
の
ま
ま
使
用
し
た
も
の
が
認
め
ら
れ
た
。
今
後
は
，
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。

備
中

県
民

局
平
成
2
6
年
1
0
月
1
6
日

～
1
0
月
1
7
日

（
指
摘
事
項
）

・
県
税
等
及
び
農
業
改
良
資
金
貸
付
金
の
収
入
未
済
額
に
つ
い
て
，
減
少
は
し
て
い
る
が
引

き
続
き
収
入
確
保
に
努
め
る
こ
と
。
雑
入
（
生
活
保
護
費
返
還
金
）
及
び
母
子
寡
婦
福
祉

，
，

資
金
貸
付
金
の
収
入
未
済
額
が
増
加
し
て
お
り
一
層
の
収
入
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に

新
た
な
収
入
未
済
の
発
生
防
止
に
努
め
る
こ
と
。

県
税
等
収
入
未
済
状
況

平
成
2
4
年
度
末

2
,
0
7
1
,
8
5
6
,
1
0
3
円

平
成
2
5
年
度
末

2
,
0
4
3
,
5
3
2
,
9
6
3
円

比
較
増
減

△
2
8
,
3
2
3
,
1
4
0
円

雑
入
（
生
活
保
護
費
返
還
金
）
収
入
未
済
状
況

平
成
2
4
年
度
末

5
,
5
7
9
,
5
4
3
円

平成２６年１２月２６日　岡山県公報　号外



平
成
2
5
年
度
末

6
,
5
3
5
,
0
0
1
円

比
較
増
減

9
5
5
,
4
5
8
円

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
収
入
未
済
状
況

平
成
2
4
年
度
末

2
3
,
8
2
6
,
2
8
2
円

平
成
2
5
年
度
末

2
4
,
4
0
0
,
3
2
8
円

比
較
増
減

5
7
4
,
0
4
6
円

農
業
改
良
資
金
貸
付
金
収
入
未
済
状
況

平
成
2
4
年
度
末

2
7
,
7
2
3
,
9
2
9
円

平
成
2
5
年
度
末

2
6
,
7
3
5
,
5
7
7
円

比
較
増
減

△
9
8
8
,
3
5
2
円

○
井
笠
地
域
事
務
所

（
指
摘
事
項
）

・
前
年
度
の
監
査
に
お
い
て
注
意
・
指
導
し
た
調
定
額
の
算
出
金
額
が
適
正
で
な
く
，
行
政

財
産
使
用
料
4
4
円
を
誤
っ
て
徴
収
し
て
い
た
も
の
に
つ
い
て
，
本
年
度
の
監
査
に
お
い
て

還
付
手
続
を
し
て
い
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
会
計
事
務
の
習
熟
は
も
と
よ
り
，
内
部

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
強
化
し
適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
。

○
高
梁
地
域
事
務
所
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（
指
摘
事
項
）

・
前
年
度
の
監
査
に
お
い
て
注
意
・
指
導
し
た
証
紙
に
よ
る
収
納
事
務
が
適
正
で
な
い
も
の

に
つ
い
て
，
本
年
度
の
監
査
に
お
い
て
も
，
認
可
に
係
る
申
請
手
数
料
の
受
理
決
裁
を
行

っ
て
い
な
い
も
の
が
認
め
ら
れ
た
。
会
計
事
務
の
習
熟
は
も
と
よ
り
，
内
部
チ
ェ
ッ
ク
機

能
を
強
化
し
適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
。

○
新
見
地
域
事
務
所

（
指
摘
事
項
）

・
行
政
財
産
の
使
用
許
可
を
行
っ
て
い
る
団
体
に
光
熱
水
費
等
の
管
理
経
費
を
負
担
さ
せ
て

い
な
い
も
の
。

・
前
年
度
の
監
査
に
お
い
て
注
意
・
指
導
し
た
物
品
関
係
諸
帳
簿
等
の
記
帳
が
適
正
で
な
い

も
の
に
つ
い
て
，
本
年
度
の
監
査
に
お
い
て
も
，
収
入
印
紙
に
係
る
受
払
簿
の
月
締
め
を

行
わ
ず
，
出
納
員
の
調
査
確
認
印
の
な
い
も
の
が
認
め
ら
れ
た
。
会
計
事
務
の
習
熟
は
も

と
よ
り
，
内
部
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
強
化
し
適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
。

備
中

県
民

局
水

島
港

湾
事

務
所

平
成
2
6
年
1
0
月
1
6
日

～
1
0
月
1
7
日

（
指
摘
事
項
）

，
，

・
土
木
使
用
料
の
収
入
未
済
額
が
増
加
し
て
お
り
一
層
の
収
入
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に

新
た
な
収
入
未
済
の
発
生
防
止
に
努
め
る
こ
と
。

土
木
使
用
料
収
入
未
済
状
況

平
成
2
4
年
度
末

3
4
2
,
8
3
3
円

平
成
2
5
年
度
末

1
,
0
4
7
,
0
0
3
円

比
較
増
減

7
0
4
,
1
7
0
円
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・
港
湾
占
用
料
3
,
4
0
5
,
5
0
0
円
に
つ
い
て
の
調
定
日
を
４
月
１
日
，
納
入
期
限
を
４
月
末
日

と
す
べ
き
と
こ
ろ
，
調
定
日
を
1
2
月
３
日
，
納
入
期
限
を
1
2
月
1
8
日
と
し
て
処
理
し
て
い

る
も
の
が
認
め
ら
れ
た
。
適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
。

美
作

県
民

局
平
成
2
6
年
1
0
月
６
日

～
1
0
月
７
日

（
指
摘
事
項
）

（
）
，

（
）
，

・
雑
入
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
撤
去
事
業
費
負
担
金
等

雑
入
生
活
保
護
費
返
還
金

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
，
農
業
改
良
資
金
貸
付
金
及
び
林
業
改
善
資
金
貸
付
金
の
収

入
未
済
額
に
つ
い
て
，
減
少
は
し
て
い
る
が
引
き
続
き
収
入
確
保
に
努
め
る
こ
と
。
県
税

等
の
収
入
未
済
額
が
増
加
し
て
お
り
，
一
層
の
収
入
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
，
新
た
な

収
入
未
済
の
発
生
防
止
に
努
め
る
こ
と
。

雑
入
（
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
撤
去
事
業
費
負
担
金
等
）
収
入
未
済
状
況

平
成
2
4
年
度
末

1
3
6
,
5
5
0
,
3
2
3
円

平
成
2
5
年
度
末

1
3
6
,
5
4
0
,
3
2
3
円

比
較
増
減

△
1
0
,
0
0
0
円

県
税
等
収
入
未
済
状
況

平
成
2
4
年
度
末

3
5
9
,
9
5
4
,
7
9
8
円

平
成
2
5
年
度
末

3
6
8
,
8
0
1
,
4
0
5
円

比
較
増
減

8
,
8
4
6
,
6
0
7
円
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雑
入
（
生
活
保
護
費
返
還
金
）
収
入
未
済
状
況

平
成
2
4
年
度
末

2
,
3
6
2
,
9
3
2
円

平
成
2
5
年
度
末

1
,
8
5
8
,
5
9
6
円

比
較
増
減

△
5
0
4
,
3
3
6
円

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
収
入
未
済
状
況

平
成
2
4
年
度
末

1
9
,
0
4
6
,
3
4
8
円

平
成
2
5
年
度
末

1
7
,
3
9
9
,
2
8
1
円

比
較
増
減

△
1
,
6
4
7
,
0
6
7
円

農
業
改
良
資
金
貸
付
金
収
入
未
済
状
況

平
成
2
4
年
度
末

2
8
,
4
3
6
,
7
4
4
円

平
成
2
5
年
度
末

2
7
,
1
1
9
,
4
2
9
円

比
較
増
減

△
1
,
3
1
7
,
3
1
5
円

林
業
改
善
資
金
貸
付
金
収
入
未
済
状
況

平
成
2
4
年
度
末

7
,
3
2
2
,
9
0
0
円

平
成
2
5
年
度
末

7
,
2
4
2
,
3
7
8
円
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比
較
増
減

△
8
0
,
5
2
2
円

（
総
務
部
関
係
県
事
務
所
）

県
立

記
録

資
料

館
平
成
2
6
年
８
月
2
2
日

（
指
摘
事
項
）

・
平
成
2
5
年
中
に
徴
収
し
た
講
師
謝
礼
等
の
所
得
税
を
平
成
2
6
年
７
月
に
納
付
し
て
い
る
も

の
が
認
め
ら
れ
た
。
適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
。

（
県
民
生
活
部
関
係
県
事
務
所
）

岡
山

空
港

管
理

事
務

所
平
成
2
6
年
８
月
８
日

（
指
摘
事
項
）

・
年
間
契
約
で
あ
る
岡
山
空
港
土
木
施
設
台
帳
シ
ス
テ
ム
保
守
管
理
業
務
委
託
及
び
妙
見
山

公
衆
便
所
浄
化
槽
維
持
管
理
業
務
委
託
の
契
約
書
を
作
成
し
て
い
な
い
も
の
が
認
め
ら
れ

た
。
適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
。

（
環
境
文
化
部
関
係
県
事
務
所
）

環
境

保
健

セ
ン

タ
ー

平
成
2
6
年
７
月
2
9
日

（
指
摘
事
項
）

・
飲
料
自
動
販
売
機
の
設
置
及
び
販
売
等
に
関
す
る
契
約
に
お
い
て
，
平
成
2
4
年
度
末
で
契

約
期
間
が
終
了
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
引
き
続
き
同
じ
業
者
に
自
動
販
売
機
の
設

置
に
つ
い
て
，
行
政
財
産
の
使
用
許
可
を
行
い
，
売
り
上
げ
手
数
料
を
徴
収
し
て
い
た
も

の
が
認
め
ら
れ
た
。
適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
。
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・
火
災
に
よ
る
物
品
等
の
亡
失
損
傷
が
認
め
ら
れ
た
。
今
後
は
，
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い

よ
う
に
努
め
る
こ
と
。

（
保
健
福
祉
部
関
係
県
事
務
所
）

福
祉

相
談

セ
ン

タ
ー

平
成
2
6
年
８
月
５
日

（
指
摘
事
項
）

・
児
童
保
護
弁
償
金
の
収
入
未
済
額
に
つ
い
て
，
減
少
は
し
て
い
る
が
引
き
続
き
収
入
確
保

に
努
め
る
こ
と
。

児
童
保
護
弁
償
金
収
入
未
済
状
況

平
成
2
4
年
度
末

1
4
,
4
5
2
,
4
2
0
円

平
成
2
5
年
度
末

1
2
,
3
6
8
,
9
7
0
円

比
較
増
減

△
2
,
0
8
3
,
4
5
0
円

・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
係
る
弁
当
購
入
に
お
い
て
，
請
書
を
徴
し
て
い
な
い
も
の
が
認

め
ら
れ
た
。
適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
。

倉
敷

児
童

相
談

所
平
成
2
6
年
８
月
１
日

（
指
摘
事
項
）

・
児
童
保
護
弁
償
金
の
収
入
未
済
額
に
つ
い
て
，
減
少
は
し
て
い
る
が
引
き
続
き
収
入
確
保

に
努
め
る
こ
と
。
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児
童
保
護
弁
償
金
収
入
未
済
状
況

平
成
2
4
年
度
末

3
0
,
4
2
7
,
4
0
0
円

平
成
2
5
年
度
末

2
8
,
4
8
5
,
3
7
0
円

比
較
増
減

△
1
,
9
4
2
,
0
3
0
円

津
山

児
童

相
談

所
平
成
2
6
年
８
月
４
日

（
指
摘
事
項
）

・
児
童
保
護
弁
償
金
の
収
入
未
済
額
に
つ
い
て
，
減
少
は
し
て
い
る
が
，
引
き
続
き
収
入
確

保
に
努
め
る
こ
と
。

児
童
保
護
弁
償
金
収
入
未
済
状
況

平
成
2
4
年
度
末

6
,
0
8
0
,
2
2
0
円

平
成
2
5
年
度
末

5
,
8
2
3
,
6
5
0
円

比
較
増
減

△
2
5
6
,
5
7
0
円

（
産
業
労
働
部
関
係
県
事
務
所
）

大
阪

事
務

所
平
成
2
6
年
７
月
2
3
日

（
指
摘
事
項
）

・
年
間
契
約
で
あ
る
事
務
所
内
清
掃
委
託
の
契
約
書
を
作
成
し
て
い
な
い
も
の
が
認
め
ら
れ
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た
。
適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
。

北
部

高
等

技
術

専
門

校
美

作
校

平
成
2
6
年
８
月
４
日

（
指
摘
事
項
）

・
前
年
度
の
監
査
に
お
い
て
注
意
・
指
導
し
た
随
意
契
約
の
方
法
が
適
正
で
な
い
も
の
に
つ

い
て
，
本
年
度
の
監
査
に
お
い
て
も
，
庁
舎
清
掃
委
託
に
お
い
て
，
特
命
随
意
契
約
と
し

て
い
る
が
，
そ
の
理
由
が
適
正
で
な
い
も
の
が
認
め
ら
れ
た
。
会
計
事
務
の
習
熟
は
も
と

よ
り
，
内
部
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
強
化
し
適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
。

（
農
林
水
産
部
関
係
県
事
務
所
）

農
林

水
産

総
合

セ
ン

タ
ー

平
成
2
6
年
８
月
1
8
日

～
８
月
1
9
日

（
指
摘
事
項
）

・
平
成
2
5
年
４
月
１
日
付
け
で
電
話
柱
に
係
る
行
政
財
産
使
用
許
可
を
行
っ
て
い
る
が
，
当

該
年
度
に
使
用
料
1
5
9
,
8
7
0
円
の
調
定
を
行
わ
ず
，
平
成
2
6
年
度
に
な
っ
て
調
定
し
て
い

る
も
の
が
認
め
ら
れ
た
。
適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
。

県
営

食
肉

地
方

卸
売

市
場

平
成
2
6
年
８
月
2
1
日

（
指
摘
事
項
）

・
土
地
賃
貸
借
契
約
の
精
算
時
に
お
い
て
，
検
査
調
書
を
作
成
し
て
い
な
い
も
の
が
認
め
ら

れ
た
。
適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
。

イ
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
監
査
し
た
結
果
，
特
に
指
摘
す
べ
き
事
項
が
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
機
関
は
，
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
実
地
監
査
分
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監
査

対
象

機
関

実
施

年
月

日

（
本
庁
）

知
事
直
轄
・
総
合
政
策
局
・
総
務
部

平
成
2
6
年
1
0
月
3
0
日

環
境

文
化

部
平
成
2
6
年
1
1
月
４
日

農
林

水
産

部
平
成
2
6
年
1
0
月
2
8
日

議
会

事
務

局
平
成
2
6
年
1
0
月
2
7
日

（
知
事
直
轄
関
係
県
事
務
所
）

消
防

学
校

平
成
2
6
年
７
月
2
5
日

（
総
務
部
関
係
県
事
務
所
）

東
京

事
務

所
平
成
2
6
年
７
月
2
2
日

（
県
民
生
活
部
関
係
県
事
務
所
）

岡
南

飛
行

場
管

理
事

務
所

平
成
2
6
年
７
月
2
4
日

消
費

生
活

セ
ン

タ
ー

平
成
2
6
年
８
月
2
2
日

男
女

共
同

参
画

推
進

セ
ン

タ
ー

平
成
2
6
年
８
月
５
日

（
環
境
文
化
部
関
係
県
事
務
所
）

県
立

美
術

館
平
成
2
6
年
８
月
８
日

（
保
健
福
祉
部
関
係
県
事
務
所
）

健
康

の
森

学
園

平
成
2
6
年
７
月
2
8
日
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県
立

成
徳

学
校

平
成
2
6
年
８
月
2
1
日

（
産
業
労
働
部
関
係
県
事
務
所
）

工
業

技
術

セ
ン

タ
ー

平
成
2
6
年
８
月
７
日

南
部

高
等

技
術

専
門

校
平
成
2
6
年
８
月
１
日

北
部

高
等

技
術

専
門

校
平
成
2
6
年
８
月
４
日

○
書
面
監
査
分

監
査

対
象

機
関

実
施

年
月

日

（
本
庁
）

人
事

委
員

会
事

務
局

平
成
2
6
年
1
0
月
1
5
日

労
働

委
員

会
事

務
局

平
成
2
6
年
1
1
月
５
日

監
査

事
務

局
平
成
2
6
年
1
1
月
５
日

(
2
)
企
業
局

ア
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
監
査
し
た
結
果
，
指
摘
事
項
が
認
め
ら
れ
た
機
関

は
，
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
実
地
監
査
分

監
査

対
象

機
関

実
施

年
月

日

企
業

局
平
成
2
6
年
７
月
1
5
日

（
指
摘
事
項
）

・
営
業
未
収
金
（
給
水
料
金
）
及
び
給
水
承
認
取
消
負
担
金
の
収
入
未
済
額
に
つ
い
て
，
減
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少
は
し
て
い
る
が
引
き
続
き
収
入
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

営
業
未
収
金
（
給
水
料
金
）
収
入
未
済
状
況

平
成
2
4
年
度
末

8
,
9
3
1
,
6
9
4
円

平
成
2
5
年
度
末

8
,
6
9
0
,
9
4
7
円

比
較
増
減

△
2
4
0
,
7
4
7
円

給
水
承
認
取
消
負
担
金
収
入
未
済
状
況

平
成
2
4
年
度
末

2
6
,
6
8
0
,
4
0
0
円

平
成
2
5
年
度
末

2
5
,
7
2
9
,
7
3
5
円

比
較
増
減

△
9
5
0
,
6
6
5
円

(
3
)
教
育
委
員
会
関
係

ア
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
監
査
し
た
結
果
，
指
摘
事
項
が
認
め
ら
れ
た
機
関

は
，
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
実
地
監
査
分

監
査

対
象

機
関

実
施

年
月

日

（
教
育
委
員
会
）

教
育

庁
平
成
2
6
年
1
1
月
５
日
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（
指
摘
事
項
）

・
高
等
学
校
等
奨
学
金
貸
付
金
の
収
入
未
済
額
に
つ
い
て
，
減
少
は
し
て
い
る
が
引
き
続
き

収
入
確
保
に
努
め
る
こ
と
。
高
等
学
校
貸
付
奨
学
金
及
び
大
学
奨
学
金
貸
付
金
の
収
入
未

済
額
が
増
加
し
て
お
り
，
一
層
の
収
入
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
，
新
た
な
収
入
未
済
の

発
生
防
止
に
努
め
る
こ
と
。

高
等
学
校
貸
付
奨
学
金
収
入
未
済
状
況

平
成
2
4
年
度
末

4
7
,
5
4
1
,
1
9
8
円

平
成
2
5
年
度
末

5
7
,
3
2
1
,
6
4
2
円

比
較
増
減

9
,
7
8
0
,
4
4
4
円

高
等
学
校
等
奨
学
金
貸
付
金
収
入
未
済
状
況

平
成
2
4
年
度
末

5
2
7
,
9
8
3
,
9
7
3
円

平
成
2
5
年
度
末

5
1
4
,
6
7
5
,
9
1
9
円

比
較
増
減

△
1
3
,
3
0
8
,
0
5
4
円

大
学
奨
学
金
貸
付
金
収
入
未
済
状
況

平
成
2
4
年
度
末

2
4
8
,
2
5
8
,
2
7
4
円

平
成
2
5
年
度
末

2
4
8
,
5
1
7
,
4
5
2
円

比
較
増
減

2
5
9
,
1
7
8
円

平成２６年１２月２６日　岡山県公報　号外



・
教
育
情
報
誌
製
作
業
務
及
び
測
量
業
務
に
お
い
て
，
設
計
金
額
を
超
え
て
予
定
価
格
の
設

定
を
し
て
い
る
も
の
が
認
め
ら
れ
た
。
適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
。

（
教
育
委
員
会
関
係
県
事
務
所
）

倉
敷

工
業

高
等

学
校

平
成
2
6
年
７
月
４
日

（
指
摘
事
項
）

・
管
理
棟
北
側
庇
正
面
外
壁
修
繕
に
お
い
て
，
設
計
金
額
を
超
え
て
予
定
価
格
の
設
定
を
し

て
い
る
も
の
が
認
め
ら
れ
た
。
適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
。

○
書
面
監
査
分

監
査

対
象

機
関

実
施

年
月

日

（
教
育
委
員
会
関
係
県
事
務
所
）

井
原

高
等

学
校

平
成
2
6
年
９
月
1
7
日

（
指
摘
事
項
）

・
報
酬
，
報
償
費
，
役
務
費
，
委
託
料
，
扶
助
費
の
支
払
に
お
い
て
，
履
行
確
認
を
行
っ
て

い
な
い
も
の
が
認
め
ら
れ
た
。
適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
。

イ
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
監
査
し
た
結
果
，
特
に
指
摘
す
べ
き
事
項
が
認
め

れ
な
か
っ
た
機
関
は
，
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
実
地
監
査
分

監
査

対
象

機
関

実
施

年
月

日
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（
教
育
委
員
会
関
係
県
事
務
所
）

県
立

博
物

館
平
成
2
6
年
８
月
７
日

古
代

吉
備

文
化

財
セ

ン
タ

ー
平
成
2
6
年
７
月
3
1
日

岡
山

朝
日

高
等

学
校

平
成
2
6
年
７
月
1
7
日

岡
山

大
安

寺
高

等
学

校
平
成
2
6
年
７
月
2
9
日

岡
山

大
安

寺
中

等
教

育
学

校
平
成
2
6
年
７
月
2
9
日

岡
山

一
宮

高
等

学
校

平
成
2
6
年
７
月
３
日

高
松

農
業

高
等

学
校

平
成
2
6
年
７
月
３
日

岡
山

工
業

高
等

学
校

平
成
2
6
年
７
月
3
1
日

東
岡

山
工

業
高

等
学

校
平
成
2
6
年
７
月
1
7
日

倉
敷
天
城
高
等
学
校
（
中
学
校
を
含
む
。
）

平
成
2
6
年
７
月
７
日

倉
敷

古
城

池
高

等
学

校
平
成
2
6
年
７
月
４
日

倉
敷

鷲
羽

高
等

学
校

平
成
2
6
年
７
月
７
日

水
島

工
業

高
等

学
校

平
成
2
6
年
７
月
８
日

玉
野

光
南

高
等

学
校

平
成
2
6
年
７
月
2
4
日

備
前

緑
陽

高
等

学
校

平
成
2
6
年
７
月
1
4
日

岡
山

盲
学

校
平
成
2
6
年
７
月
1
0
日

岡
山

支
援

学
校

平
成
2
6
年
７
月
1
0
日

健
康

の
森

学
園

支
援

学
校

平
成
2
6
年
７
月
2
8
日

○
書
面
監
査
分

監
査

対
象

機
関

実
施

年
月

日

（
教
育
委
員
会
関
係
県
事
務
所
）

岡
山

教
育

事
務

所
平
成
2
6
年
６
月
2
5
日

津
山

教
育

事
務

所
平
成
2
6
年
９
月
1
7
日

総
合

教
育

セ
ン

タ
ー

平
成
2
6
年
９
月
1
7
日
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生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

平
成
2
6
年
７
月
８
日

県
立

図
書

館
平
成
2
6
年
８
月
2
9
日

岡
山
操
山
高
等
学
校
（
中
学
校
を
含
む
。
）

平
成
2
6
年
７
月
1
5
日

岡
山

芳
泉

高
等

学
校

平
成
2
6
年
９
月
1
7
日

岡
山

城
東

高
等

学
校

平
成
2
6
年
７
月
１
日

西
大

寺
高

等
学

校
平
成
2
6
年
９
月
1
7
日

瀬
戸

高
等

学
校

平
成
2
6
年
９
月
1
7
日

興
陽

高
等

学
校

平
成
2
6
年
９
月
1
7
日

瀬
戸

南
高

等
学

校
平
成
2
6
年
８
月
2
7
日

岡
山

東
商

業
高

等
学

校
平
成
2
6
年
８
月
2
9
日

岡
山

南
高

等
学

校
平
成
2
6
年
７
月
1
5
日

岡
山

御
津

高
等

学
校

平
成
2
6
年
９
月
1
7
日

倉
敷

青
陵

高
等

学
校

平
成
2
6
年
８
月
５
日

倉
敷

南
高

等
学

校
平
成
2
6
年
９
月
1
7
日

倉
敷

中
央

高
等

学
校

平
成
2
6
年
９
月
1
7
日

玉
島

高
等

学
校

平
成
2
6
年
９
月
1
7
日

倉
敷

商
業

高
等

学
校

平
成
2
6
年
７
月
2
8
日

玉
島

商
業

高
等

学
校

平
成
2
6
年
８
月
2
9
日

津
山

高
等

学
校

平
成
2
6
年
９
月
1
7
日

津
山

東
高

等
学

校
平
成
2
6
年
７
月
1
5
日

津
山

工
業

高
等

学
校

平
成
2
6
年
９
月
４
日

津
山

商
業

高
等

学
校

平
成
2
6
年
８
月
2
9
日

玉
野

高
等

学
校

平
成
2
6
年
９
月
1
7
日

笠
岡

高
等

学
校

平
成
2
6
年
６
月
2
6
日

笠
岡

工
業

高
等

学
校

平
成
2
6
年
８
月
６
日

笠
岡

商
業

高
等

学
校

平
成
2
6
年
８
月
2
9
日

総
社

高
等

学
校

平
成
2
6
年
９
月
1
7
日

総
社

南
高

等
学

校
平
成
2
6
年
８
月
８
日

高
梁

高
等

学
校

平
成
2
6
年
８
月
2
9
日

高
梁

城
南

高
等

学
校

平
成
2
6
年
９
月
1
7
日
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新
見

高
等

学
校

平
成
2
6
年
７
月
1
5
日

邑
久

高
等

学
校

平
成
2
6
年
８
月
５
日

勝
山

高
等

学
校

平
成
2
6
年
８
月
2
9
日

真
庭

高
等

学
校

平
成
2
6
年
９
月
1
7
日

蒜
山

高
等

学
校

平
成
2
6
年
９
月
1
7
日

林
野

高
等

学
校

平
成
2
6
年
８
月
2
8
日

鴨
方

高
等

学
校

平
成
2
6
年
８
月
2
9
日

和
気

閑
谷

高
等

学
校

平
成
2
6
年
９
月
1
7
日

矢
掛

高
等

学
校

平
成
2
6
年
９
月
1
7
日

勝
間

田
高

等
学

校
平
成
2
6
年
８
月
７
日

烏
城

高
等

学
校

平
成
2
6
年
６
月
2
6
日

岡
山

聾
学

校
平
成
2
6
年
６
月
2
6
日

岡
山

西
支

援
学

校
平
成
2
6
年
６
月
2
6
日

岡
山

東
支

援
学

校
平
成
2
6
年
６
月
2
4
日

岡
山

南
支

援
学

校
平
成
2
6
年
７
月
1
5
日

岡
山

瀬
戸

高
等

支
援

学
校

平
成
2
6
年
６
月
2
6
日

倉
敷

琴
浦

高
等

支
援

学
校

平
成
2
6
年
７
月
1
5
日

西
備

支
援

学
校

平
成
2
6
年
６
月
2
4
日

東
備

支
援

学
校

平
成
2
6
年
７
月
1
5
日

早
島

支
援

学
校

平
成
2
6
年
６
月
2
6
日

誕
生

寺
支

援
学

校
平
成
2
6
年
９
月
1
7
日

(
4
)
公
安
委
員
会
関
係

ア
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
監
査
し
た
結
果
，
指
摘
事
項
が
認
め
ら
れ
た
機
関

，
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

は

○
実
地
監
査
分

監
査

対
象

機
関

実
施

年
月

日
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（
公
安
委
員
会
）

警
察

本
部

平
成
2
6
年
1
0
月
2
8
日

（
指
摘
事
項
）

・
放
置
違
反
金
の
収
入
未
済
額
に
つ
い
て
，
減
少
は
し
て
い
る
が
引
き
続
き
収
入
確
保
に
努

め
る
こ
と
。

放
置
違
反
金
収
入
未
済
状
況

平
成
2
4
年
度
末

8
,
9
4
1
,
1
5
7
円

平
成
2
5
年
度
末

7
,
1
8
8
,
5
5
7
円

比
較
増
減

△
1
,
7
5
2
,
6
0
0
円

イ
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
監
査
し
た
結
果
，
特
に
指
摘
す
べ
き
事
項
が
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
機
関
は
，
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
実
地
監
査
分

監
査

対
象

機
関

実
施

年
月

日

（
公
安
委
員
会
関
係
県
事
務
所
）

岡
山

中
央

警
察

署
平
成
2
6
年
７
月
2
5
日

備
前

警
察

署
平
成
2
6
年
７
月
1
4
日

玉
島

警
察

署
平
成
2
6
年
７
月
８
日

新
見

警
察

署
平
成
2
6
年
７
月
1
1
日

津
山

警
察

署
平
成
2
6
年
７
月
1
8
日
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美
咲

警
察

署
平
成
2
6
年
７
月
1
8
日

○
書
面
監
査
分

監
査

対
象

機
関

実
施

年
月

日

（
公
安
委
員
会
関
係
県
事
務
所
）

岡
山

東
警

察
署

平
成
2
6
年
７
月
３
日

岡
山

西
警

察
署

平
成
2
6
年
７
月
1
5
日

岡
山

南
警

察
署

平
成
2
6
年
９
月
1
7
日

岡
山

北
警

察
署

平
成
2
6
年
９
月
1
7
日

赤
磐

警
察

署
平
成
2
6
年
７
月
３
日

瀬
戸

内
警

察
署

平
成
2
6
年
８
月
2
9
日

玉
野

警
察

署
平
成
2
6
年
９
月
1
7
日

児
島

警
察

署
平
成
2
6
年
７
月
1
5
日

倉
敷

警
察

署
平
成
2
6
年
８
月
1
9
日

水
島

警
察

署
平
成
2
6
年
８
月
2
9
日

笠
岡

警
察

署
平
成
2
6
年
９
月
1
7
日

井
原

警
察

署
平
成
2
6
年
９
月
1
7
日

総
社

警
察

署
平
成
2
6
年
８
月
2
0
日

高
梁

警
察

署
平
成
2
6
年
８
月
2
9
日

真
庭

警
察

署
平
成
2
6
年
９
月
1
7
日

美
作

警
察

署
平
成
2
6
年
９
月
1
7
日

３
意
見収
入
未
済
の
解
消
に
つ
い
て

(
1
)

県
財
政
は
改
善
し
て
き
て
い
る
も
の
の
，
社
会
保
障
関
係
費
が
増
加
傾
向
に
あ
る
な
ど
今
後

も
収
支
不
足
が
見
込
ま
れ
て
い
る
中
，
収
入
未
済
の
解
消
は
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
り
，
全
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庁
を
あ
げ
て
債
権
回
収
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
た
び
の
監
査
に

お
い
て
も
，
多
く
の
部
署
で
収
入
未
済
額
が
減
少
す
る
な
ど
成
果
を
上
げ
て
い
る
が
，
な
お
，

多
額
の
収
入
未
済
が
認
め
ら
れ
た
。

県
民
負
担
の
公
平
性
と
財
源
確
保
の
観
点
か
ら
，
引
き
続
き
，
法
的
手
段
を
活
用
す
る
な
ど

の
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
，
個
々
の
実
情
に
応
じ
た
措
置
を
適
切
に
講
じ
る
な
ど
，
徹
底
し

た
債
権
管
理
に
よ
る
収
入
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

財
務
事
務
の
改
善
に
つ
い
て

(
2
)

定
期
監
査
で
は
，
指
摘
事
項
及
び
注
意
・
指
導
事
項
と
し
て
，
監
査
対
象
機
関
に
対
し
改
善

を
求
め
て
い
る
が
，
こ
の
た
び
の
監
査
に
お
い
て
も
，
依
然
と
し
て
財
務
事
務
の
執
行
に
当
た

っ
て
，
事
務
処
理
の
誤
り
が
一
部
に
お
い
て
見
受
け
ら
れ
た
。

収
入
関
係
で
は
，
収
入
手
続
に
誤
り
が
あ
る
も
の
，
支
出
関
係
で
は
，
履
行
確
認
の
記
載
漏

れ
な
ど
検
査
等
が
適
正
で
な
い
も
の
，
契
約
関
係
で
は
，
契
約
書
等
の
内
容
に
不
備
が
あ
る
も

の
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
た
ほ
か
，
財
産
関
係
で
は
，
公
用
車
に
よ
る
交
通
事
故
で
の
亡
失
損
傷

が
２
年
連
続
で
大
幅
に
増
加
し
て
い
た
。

ま
た
，
昨
年
度
改
善
を
求
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
同
じ
誤
り
を
繰
り
返
し
て
い
た
も
の
や

事
務
を
未
処
理
に
す
る
な
ど
不
適
正
な
事
務
処
理
も
一
部
に
お
い
て
見
受
け
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
内
部
け
ん
制
態
勢
が
十
分
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
，
財
務
事
務
の
知
識

不
足
や
不
注
意
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り
，
今
後
，
監
査
結
果
の
趣
旨
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
，

実
効
性
の
あ
る
職
員
研
修
等
の
実
施
や
内
部
チ
ェ
ッ
ク
機
能
強
化
の
取
組
を
一
層
充
実
さ
せ
，

適
正
か
つ
効
率
的
な
財
務
事
務
の
執
行
に
努
め
ら
れ
た
い
。
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